
所管事務調査日：令和６年６月６日
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町
に
プ
ラ
ス
に
な
る
都
市
計
画
を
！

〜
多
岐
に
わ
た
る
計
画
、
さ
ら
に
効
率
的
に
〜

研究テーマ：玉村町の都市計画について

玉
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計
画
、
現
況
は

玉
村
町
の
都
市
計
画
、
現
況
は

　

現
在
、
町
全
域
が
都
市
計
画
区
域

（
２
５
７
８
㌶
）
で
、
市
街
化
区
域
（
３
７
３

㌶
）
と
市
街
化
調
整
区
域
（
２
２
０
５
㌶
）
に

区
分
さ
れ
て
い
る
。
都
市
計
画
道
路
と
し
て

は
中
央
幹
線
、
南
北
幹
線
な
ど
、
都
市
施

設
と
し
て
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、北
部
公
園
、

群
馬
県
食
肉
地
方
卸
売
市
場
な
ど
が
あ
る
。

平
成
３
年
に
区
域
区
分
を
実
施
。
19
年
に

北
部
工
業
団
地
、
21
年
に
東
部
工
業
団
地

を
工
業
専
用
地
域
と
し
て
市
街
化
区
域
に

編
入
。
26
年
に
は
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、

玉
村
町
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
地
区
を
市
街

化
区
域
に
編
入
・
造
成
し
た
。

　

さ
ら
に
27
年
、
東
部
工
業
団
地
西
地
区

を
工
業
専
用
地
域
と
し
て
市
街
化
区
域
に

編
入
。
東
地
区
は
既
存
の
工
業
用
地
を
工

業
専
用
地
域
と
し
て
市
街
化
区
域
に
編
入

し
た
。
令
和
２
年
に
は
高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
北
地
区
工
業
団
地
を
市
街
化
区
域
に

編
入
し
、
工
業
専
用
地
域
と
し
て
造
成
及

び
分
譲
さ
れ
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
に
両
水
跡
地
及
び
西
側
農

地
を
近
隣
商
業
地
域
と
し
て
市
街
化
区
域

に
編
入
予
定
。
商
業
施
設
誘
致
で
令
和
９

年
の
営
業
開
始
を
目
指
し
、
周
辺
環
境
と

調
和
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
商
業
拠
点
の
形

成
を
図
る
方
向
だ
。
道
の
駅
玉
村
宿
の
南

側
に
は
、
魅
力
的
な
便
益
施
設
を
備
え
観

光
交
流
拠
点
と
な
る
都
市
公
園
を
検
討
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
産
業
需
要
の
高
ま
り
に
対
応
す

る
た
め
、「
産
業
・
業
務
系
構
想
市
街
地
」

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
東
部
工
業

団
地
の
北
東
地
区
を
工
業
専
用
地
域
に
編

入
し
団
地
拡
張
も
検
討
す
る
。

取
組
は
一
定
評
価
。
空
き
家
状
況

取
組
は
一
定
評
価
。
空
き
家
状
況

等
の
把
握
と
効
率
的
計
画
推
進
を

等
の
把
握
と
効
率
的
計
画
推
進
を

要
望
要
望

委
員
か
ら
「
観
光
交
流
拠
点
公

園
の
構
想
や
隣
接
す
る
道
の
駅

玉
村
宿
及
び
近
隣
の
自
治
体
の
商
業
施
設

と
の
関
係
性
と
開
発
を
積
極
的
に
進
め
て

い
く
こ
と
」、「
空
き
家
対
策
、
町
営
住
宅
の

在
り
方
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
意
見
が
出

た
。
町
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
と
な
る
都
市
計
画

に
し
て
い
く
こ
と
、
町
の
取
組
状
況
は
分
か

る
が
、
も
う
少
し
空
き
家
な
ど
の
状
況
を

把
握
し
な
が
ら
、
効
率
的
に
考
え
、
進
め

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

上：高崎玉村スマートＩＣ北
地区工業団地開発区域

（イメージ）

下：道の駅玉村宿南側に計画
されている観光交流拠点とな
る都市公園（イメージ）
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備
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仁
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浅
見
武
志

「
守
り
た
い
・
伝
え
た
い
・
育
て
た
い
」

玉
村
町
の
郷
土
芸
能 

ふ
る
さ
と
の
お
祭
り
を
見
に
行
こ
う
！

研究テーマ：玉村町の郷土芸能について

祭
り
継
承
の
危
機

祭
り
継
承
の
危
機

　
玉
村
町
の
郷
土
芸
能
は
少
子
高
齢
化
の

影
響
で
継
承
者
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
き
て

い
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
、
祭
り
の
中
止
や
縮
小
が
余
儀
な

く
さ
れ
、
祭
り
に
よ
っ
て
は
継
承
が
難
し
い

状
態
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
５
年
度
で
は
コ

ロ
ナ
禍
明
け
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
祭
り
の

活
気
が
少
し
ず
つ
戻
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
各
保
存
会
と
町
が
協
力
し
今

後
も
祭
り
を
継
承
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
玉
村
町
で
は
地
域
の

祭
り
を
支
援
す
る
た
め
、
郷
土
芸
能
保
存

活
動
費
補
助
金
や
指
定
文
化
財
修
理
補
助

金
な
ど
の
補
助
金
制
度
を
整
備
し
て
い
る
。

絶
や
さ
ず
保
存
し
続
け
る
た
め
に

絶
や
さ
ず
保
存
し
続
け
る
た
め
に

行
政
の
支
援
は
欠
か
せ
な
い

行
政
の
支
援
は
欠
か
せ
な
い

今
回
の
調
査
は
玉
村
町
の
郷
土

芸
能
に
「
特
化
」
し
て
行
い
、

担
当
の
生
涯
学
習
課
か
ら
、
近
年
の
祭
り

の
実
施
状
況
や
補
助
金
の
新
設
・
拡
充
に

つ
い
て
の
説
明
や
、
今
後
の
町
と
し
て
の

郷
土
芸
能
に
対
す
る
取
組
及
び
郷
土
芸
能

保
存
会
の
取
組
の
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
、

令
和
２
～
５
年
度
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中

止
が
各
地
区
で
相
次
ぎ
、
今
後
の
祭
り
の

継
承
の
危
機
が
一
部
で
は
出
て
き
て
お
り
、

担
い
手
不
足
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
の

説
明
も
受
け
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
郷
土
芸
能
と
し
て
の
祭

り
が
コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
止
を
踏
ま
え
、
各

地
区
で
の
祭
り
の
継
承
の
た
め
に
は
、
住

民
の
少
子
化
や
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不

足
が
課
題
で
あ
る
と
の
意
見
が
多
く
出
さ

れ
、
そ
の
解
消
の
た
め
、
若
手
の
育
成
が

欠
か
せ
な
い
こ
と
や
、
郷
土
芸
能
保
存
活

動
費
補
助
金
の
拡
充
等
、
そ
の
内
容
等
を

確
認
す
る
意
見
も
多
く
出
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
各
地
区
の
ふ
る
さ
と
の
お
祭
り
は
、

住
民
・
郷
土
芸
能
保
存
会
・
町
が
知
恵
を

出
し
合
い
継
承
し
て
行
く
べ
き
で
あ
る
と

の
総
意
で
あ
っ
た
。

所管事務調査日：令和６年 6 月 7 日 常 任 委 員 会  調 査 研 究 レ ポ ー ト

近年の実施状況
令和4年度 令和5年度 令和6年度（予定）

祇園祭（角渕） 中止（太鼓練習は実施） 開催 7／6、7／7
水神祭（五料） 関係者のみ開催 関係者のみ開催 7／21（巡回無）
地蔵祭（箱石） 中止（お参り､神事のみ実施） 中止（お参り､神事のみ実施） 7／21（神事）  2／
悪魔払い（飯塚）

中止（神事のみ実施）
開催 7／24（神事）9／29（巡回）

悪魔祓い（藤川） 中止（神事のみ実施） 7／24（神事）
祇園祭（上新田四丁目、
下新田五～七丁目） 中止

開催 7／27、7／28

横樽音頭（南玉） 中止 10／16
麦蒔御神事（下之宮） 開催 開催 12／8
春鍬祭（樋越） 中止（神事のみ実施） 関係者のみ縮小開催

2／11稲荷神社獅子舞（上新田）
中止

開催
すみつけ祭（上福島） 関係者のみ縮小開催

行って・見て・考えよう
「祭りの大切さ」
右の写真は白熱する上下新田祇
園祭「ぶっこみ」。
左は玉村町歴史資料館（文化セ
ンター内）にて、お祭りや町並
み模型などの説明を受ける委員。

視視点点
議会の議会の

視視点点
議会の議会の

道の駅玉村宿
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